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2017年第 3回 IEEE 東京支部理事会 議事録 

 

日 時： 2017年 9月 29日(金) 15:00～17:00 

場 所： 秋葉原 UDX カンファレンス 6F TYPE120 F 

出席者： 笹瀬 Chair、佐藤(良)Vice Chair、杉江 Secretary、 眞田 Treasurer、 

 高村、淺田、八井、加屋野、稲森、岡田、奥田、高野、鈴木、原崎、藤代、百武 

 (敬称略、順不同) 

事務局： 加藤、福岡   幹事会社：柴田 

 

議題： 

1. 前回理事会議事録の確認 【審議】     (資料 1) 

2. 201718年東京支部理事会構成      (資料 2) 

3. 2017年中間会計報告        (資料 3) 

4. 委員会活動報告       (資料 4) 

 ・Chapter Operations Committee 

 ・Fellow Nominations Committee 

 ・Membership Development Committee 

 ・Technical Program Committee 

 ・Publications Committee 

 ・Student Activities Committee 

 ・History Committee 

5. Affinity Group 活動報告      (資料 5) 

 ・Life Member Affinity Group 

 ・Young Professionals【審議】 

6. Japan Council理事会報告(2017年第 2回)     (資料 6) 

7. その他        (資料 7) 

 ・Japan Council Women in Engineering報告 

・Sections Congress2017等参加報告 

・IEEE R10Meet、及び R10 50 Year Celebration Luncheon Ceremony参加報告 
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議事： 

0. 笹瀬 Chairのご挨拶 

ご多忙のところ理事会への参加に感謝の意が述べられた。 

 

1. 前回理事会議事録の確認【審議】      (資料 1) 

杉江 Secretary より前回理事会(2017 年第 2 回)の議事録について説明があり、議事録案

は異議なく承認された。引き続き、メール審議案件 3 件について説明があった。理事会

メンバの変更と TPC Vice Chair の承認、10月開催のMAW名古屋に YPから 2名派遣

する旅費を承認した。 

 

2. 201718年東京支部理事会構成      (資料 2) 

メール審議の結果を受けて、佐藤丈博 YP Chairの後任として Vice Chairの鈴木麻由美

様が YP Chairとして選出され理事会メンバとなったこと(9/1～)、及び、JCの東京支部

選出理事にもなったことの報告があった。また、空席であった TPC Vice Chairとして川

西哲也様(7/5～)が就任されたとの報告があった。 

 

3. 2017年中間会計報告       (資料 3) 

眞田 Treasurer より活動費の報告があった。現時点で活動費は前回理事会と大きな変化

はない。 

 

4. 委員会活動報告 

・Chapter Operations Committee     (資料 4-1) 

高村 Chair より報告があった。TSC は 1 件に関して再確認を行った。東京支部傘下

Chapterの会計状況を確認して、活動費が留保分よりかなり少ないChapterを確認した。 

 

・Fellow Nominations Committee     (資料 4-2) 

淺田 Chair より報告があった。フェローノミネーションの依頼を行うメールの送付とス

ケジュールの説明があった。2017年 10月、2018年 1月に送付する予定。また、シニア

メンバ一覧の送付についても説明があった。 

 

・Membership Development Committee     (資料 4-3) 

八井 Chairより報告があった。会員への情報発信として、WEB改訂作業を行い、バナー

設置、サイトマップ、新着ページの新設を行った。引き続き、今後はよりわかりやすい

情報発信ができるように継続的なWEB改訂やイベントでのパンフレットの配布、メール

での会員継続依頼などを行うとの説明があった。 

学生会員が社会人となった後に会員継続を行わないこと、会社定年後の退会者が多いと
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の説明があった。年齢が 60-65歳の Life Memberの候補として該当する方を対象にプロ

モーションを行う。 

 

・Technical Program Committee      (資料 4-4) 

加屋野 Chairより報告があった。役員交代と Vice Chairの紹介があった。前回の理事会

以降、第 5回、第 6回の講演会が行われた。10月 6日に依佐美送信記念館で第 7回講演

会を予定していること、今年、12月にさらに TPC 主催の講演会を企画しているとの報告

があった。 

 

・Publications Committee      (資料 4-5) 

岡田 Chairより報告があった。Bulletin発行、ホームページ更新の状況、R10 Newsletter

投稿、今後の予定について報告があった。 

 

・Student Activities Committee     (資料 4-6) 

稲森 Vice Chair より代理報告があった。IEEE ハックチャレンジの開催、今後の予定と

して IEEE MAW@名古屋、IEEE TOWERSの開催などについて説明があった。TOWERS

では SYWLの交流会も開催予定している。 

 

・History Committee       (資料 4-7) 

奥田 Chair より報告があった。野辺山天文台での Milestone 贈呈式をはじめ、他の

Milestone認定式の調整状況、HISTELCON 2017後の講演会の開催状況について報告が

あった。 

 

5. Affinity Group 活動報告 

・Life Member Affinity Group      (資料 5-1) 

高野 Vice Chairより代理報告があった。講演会の共催、富士通研究所見学会、LMAGニ

ュースレターの発行、今後の予定として名古屋 LMAGの IEEE Milestoneに因む見学会

を開催することの報告があった。 

 

・Young Professionals【審議】     (資料5-2-1～5-2-7) 

鈴木 Chairより審議案件の説明と報告があった。審議案件「SYWL Workshop in Nagoya

企画書」として、今年 10月 8日（日）の午後に、MAW 名古屋で、JC-SAC、東京/名古

屋/関西の YP、JC-WIE（札幌、仙台、関西）、東京/名古屋/関西の LMAG のジョイント

イベントを開催する企画の提案があり、了承となった。次に、「IEEE Day 2017 at 

MAW2017 企画書」として、今年 10 月 7 日（土）MAW の懇親会で IEEE YSP と

Ambassadorsによりお祝いとイベントの盛り上げを行うこと、IEEE Day Photo Booth
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を設け 10月 8日（日）に記念撮影を行う企画の提案があり、了承された。また、Career 

Day-僕らの未来予想図（仮題）として、今年 12 月 2 日（土）に「学生/若手技術者のた

めのキャリアアップワークショップ」をベースに SPAX（パネルディスカッション）、

Industry Relation（ワークショップ）を早稲田大学で行う企画の説明があり了承された。 

引き続き、Tokyo YP役員交代、ハックチャレンジ、STEP Event、キャリアップに関す

るエッセイコンテスト、キャリアナビゲータ、IEEE TOWERS、ANZCON/Section 

Congress、YP Award受賞（*）について報告があった。 

（*IEEE R10 YP Affinity Group Award、及び IEEE R10 YP Outstanding Volunteer in 

Academy Award） 

 

6. Japan Council理事会報告(2017年第 2回)     (資料 6) 

杉江 Secretaryより報告があった。第 2回 JC 理事会が 7月 14日（金）に北海道大学に

おいて開催された（34名出席）。予算は順調に推移している。 

 

7. その他 

・ Japan Council Women in Engineering    (資料 7-1) 

稲森WIE Vice Chairより代理で報告があった。役員会の開催、IEEEハックチャレンジ

の開催、IEEE エッセイコンテスト、Section Congress の参加報告があり、今後の予定

として、10月 21日（土）に開催予定の「女性が拓く未来のテクノロジー -WIE2017-」

の説明があった。 

 

・ Sections Congress2017等参加報告     (資料 7-2) 

杉江 Secretaryより、今年 8月 11-13日に開催された Sections Congressについて説明が

あった。会議の概要、参加者の内訳（日本 28名）、講演の概要、所感の報告があった。 

 

・ IEEE R10Meet、及び R10 50 Year Celebration Luncheon Ceremony参加報告 

(資料 7-3) 

杉江 Secretaryより報告があった。会議の概要、アジェンダ、参加者の内訳、会議の主な

内容、所感について報告があった。 

 

【補足】 

・杉江 Secretaryより IEEE President Electの選挙の投票を行うよう依頼があった。 

・杉江 Secretaryより事務局メールサーバの不具合について状況説明があった。 

現在、原因は判明しており、サーバ会社に改善対応を依頼している。また、IEEE 本部の

メールサーバを併用してメール配信を行うことで対応している。 

以上 


